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レジャー論とツーリズム論の立場から

ーマッチング・システム構築の提案一

土屋 薫(江戸川大学)

1.レジャー論の立場から

ーレジャーとは単なる遊びのことではないー

レジャーという言葉は、英語の rleisureJに由

来する外来語で、 1960年代に日本に定着したと

言われている。そしてその語源はというと、

rlicereJ (リセレ)というラテン語に求めること

ができる、という O また、その同じラテン語から

rlicenseJ (ライセンス)という言葉も生まれた、

という O つまり、レジャーとライセンスという言

葉は、同じ語源から生まれた兄弟の言葉というこ

とになるわけである。

ライセンスといえば日本語で免許のことを指す

が、自動車の免許証というのは、車を運転「しで

もいいJという許可証のことを意味する O それは、

自動車を運転する自由を証明してくれるもので、

交通法規と実際に運転する技能を身につけた人間

にのみ、自動車を運転する自由が与えられるので

ある O

ライセンスと兄弟の言葉であるレジャーにも、

同じことが当てはまるのではないか。能力を身に

つけた人間にのみ与えられる心の自由、それこそ

がレジャーと位置づけることができる。それでは、

レジャーにかかわる能力とは何なのだろうか。ど

のような能力を身につけると、どのような自由が

与えられるのだろうか。

私たちがひとりきりで生きていけない以上、そ

こにはどうしても、ほかの人と折り合いをつける

ための決まりごと(=ルール)が必要になってく

る。ただ、必要なものだと頭ではわかっていても、

ときにはルールにがんじがらめに縛られて、息が

できなくなってしまう。そんな状態が長くつづく

と、生きていくのが辛くなってしまう。私たちは、

ひとつの目的を遂行するためにつくられた機械で

はないのだから。

そのとき重要な役割を果たすのがレジャーであ

ろう。私たちが「レジャー」という言葉で思い浮

かべるもの、たとえば、「パチンコ・ボウリン

グ・テーマパーク・映画・サッカー」、そのどれ

もが、日常生活で私たちを縛って不自由な思いを

させるルールとは異なった別のルールを持ってい

るO その別のルールに夢中になって過ごしている

うちに、私たちは自分に不自由な思いをさせたル

ール自体を忘れてしまう。たとえそれが一瞬だと

しても。

つまり、何かに夢中になれる能力を身につけた

とき、私たちの心は嫌なことを忘れて自由になれ

る。そしてそれこそが、レジャーの真の姿だと言

えるのではないだろうか。

2. レジャー産業・観光業の課題

一「見えないJについて考える一

マーケテイングの立場から見たとき、産業の果

たす役割とは「ニーズに根ざしたウォンツを市場

に提供することJだと言われている。ここでいう

「ニーズ」とは、満たされないと苦痛を感じるも

のを追い求める思いのことを指し、「ウォンツ」

とは、市場に出回っている製品やサービスを求め

る思いのことだと言っていいだろう o r満たされ

ないと苦痛を感じるものを追い求める思い」とは、

最もわかりやすい例を挙げれば、「衣食住Jに代

表されるような生きていくのに必要なものを求め

る気持ちのこと、と言っていいだろう。人間誰し

も寒さや空腹や不眠をしのぎたいものだから。

もっとも人によっては、人間とはそのようなも

のだけではなしたとえば「真善美」に代表され

るような価値を追い求める気持ちも持ち合わせて

おり、これらの価値を追求する気持ちが満たされ

ないと苦痛を感じるときもあると言う O いずれに

せよ、この議論に従えば、人間とは、「空腹だ」

という目に見えない思いを目に見える何らかの食

品で満たしたり、「美しい」という目に見えない

価値にかかわりたい、とかっくりだしたい、とい



う気持ちを満たすために、芸術作品を鑑賞したり

つくったりしていることになる O つまり、日には

「見えないjものを追い求める思いに対して、そ

の思いを満たすべく、製品やサーピスといった目

に「見えるjものを社会に供給するのが産業の役

割だ、ということがわかってくる O それは「見え

ない」ものを「見える」ようにする役割だと言っ

てもいい。

さて、ここで問題となってくるのは、それでは

レジャー産業は(あるいは観光業は)いったいど

のような「見えない」ものを見えるようにしてく

れるのか、ということであろう O

たとえば、日本の国会の歴史や建築物としての

国会議事堂の経緯について知識のある人と、何も

知らない人とでは、同じ国会議事堂を見ても感じ

ることが変わってくる。中央ドームが墳墓として

のピラミッドを模した意匠を持っているというこ

とがわかれば、偲ぶべき人物が誰なのか、という

ことを考えるきっかけとなる。また、初代内閣総

理大臣や帝国議会の開設者、日本における責任内

閣制の創始者が同一人物であることや、その人物

が悲運にも凶弾に倒れたこと、そして当時の日本

社会の向かいつつある状況、国会議事堂の設計の

経緯といったことがわかれば、実は、自ずと国会

議事堂の屋根の上に一人の人物の姿が「見えて」

も不思議はないことになる。

その人物の姿が「見えない」とすれば、それは、

目が悪いからではなくて、十分な情報が得られな

い故に「頭に浮かばない」あるいは「気づかない」

と言った方が正しいかもしれない。

このような視点から整理してみると、「見えな

いJものを見えるようにするということは、これ

まで意識したことの無い「つながりjをあらため

て意識させること、ということになるかと思われ

る。そして、そのようなしくみづくりこそが、レ

ジャー産業・観光業の役割だ、ということがわか

ってくる。

3.ツーリズム論の立場から

一観光をめぐる状況

これまで観光業は、テレビの旅行番組や観光ガ

イドブックに代表されるようなマスメディア発信

の情報に準拠する形で動いてきた。また現地では、
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観光ガイドがその牽引役を果たしていた。つまり、

マスメディアによる産業主導型の誘客か、あるい

は「物見遊山jという言葉に代表されるような受

動型のスタイルが観光行動の主流であった。

大衆社会におけるマス・ツーリズムという基本

的な構図に変化が現れるのは 1980年代以降で、

ポスト大衆社会の観光を指すものとして、「オー

ルタナテイブ・ツーリズムJ(もうひとつの観光)

という概念に脚光が当たるようになった。これは、

産業主導あるいは商業主義へのアンチテーゼとし

て形を成していくことになるが、この背景には生

活の個性化とニーズの多様化が存在していた。具

体的には、エスニック・ツーリズムやヘリテー

ジ・ツーリズム、エコ・ツーリズムといったよう

なサステイナブルな視点が求められるようになっ

てきた、と言っていいだろう。そこで必要なのは、

「能動性」ゃ「自律性j といったキーワードで捉

えられる態度で、たとえば、エコツアー(ツーリ

ズム)は、単なる娯楽や気晴らしだけではなく、

環境保護問題に積極的に関わろうとする態度が要

求されることになる O つまり、単純に「団体旅行

が嫌だから生態系を守るための運動やツアーに参

加する」とはならないわけで、ある個人がエコツ

アーに参加するまでには、それまでのライフヒス

トリーの中で、環境に関わる多くの契機や試行錯

誤が求められることになるのである。実際には一

般の人々は、「団体旅行では何かもの足りないj

と思いながらも、「他にどうしていいかわからな

い」という状況に置かれていると考えられる。

一方、観光をめぐる人類の動きを、グローパル

な視点から構造化しようと試みに、「観光革命」

という概念がある。「第一次観光草命」は、 1860

年代に起こったと言われているが、これは産業革

命に端を発し、ヨーロッパの国々において王侯貴

族等の金持ちを中心に国外旅行ブームが起きた、

というのである。「第二次観光革命Jは、アメリ

カ経済の発展を背景に、第一次大戦を直接のきっ

かけとして、アメリカの中産階級がヨーロッパツ

アーに出かける、という形で 1910年代に起こり、

「第三次観光革命jは、ジャンボジェット機の就

航とバルク運賃(一定座席数を単位とした団体割

引運賃の設定)の導入をきっかけとして、先進国

聞における外国旅行の大衆化、という形で 1960



80 レジャー・レクリエーション研究60，2008 

年代に起こったという O そして、これまでの「観

光革命」が外国旅行のグローパル化と大衆化とい

うキーワードでくくれたとすると、世界観光機関

(WTO) の外国旅行者数予想、さらに、アジア諸

都市における大規模なハフ守空港建設整備から考え

て、「第四次観光革命」はアジアを中心に起こる、

すなわち、アジアの人々が外国へ出かけていく時

代がまもなく来る、ということになる。そして、

これらのムーブメントが50年周期で捉えられる

ことからすると、次は 2010年ということになり、

そこでピジット・ジャパン・キャンベーンの論拠

となることになる。

このような観光をめぐる状況からわかること

は、これからは、受動的な立場から能動的なスタ

ンスへ変わりつつある観光客を後押しするような

支援システムが求められつつあり、その意味で今

や、観光情報提供のしくみを根本的に見直すべき

段階に来ている、ということである。

4.オリンピックという観光

一国の光を観るということー

そもそも観光の本質は、その土地の価値に「気

づく」こと・「気づかせる」ことだと言ってもい

いだろう。だとすると、オリンピック・パラリン

ピックは、一体どんな価値を私たちに見せてくれ

るのだろうか。それを考えることが、まず私たち

の学会でオリンピックを捉えるひとつの視点だと

言っていいだろう O

もちろん、スポーツ競技大会としての側面に注

目すれば、オリンピックは各種目の持っている魅

力を感じさせてくれる場、ということになる。そ

して、そこで重要となるのは、魅力(価値)を見

せてくれるものとしての記録・好プレイである

し、それにはメディアの技術的サポートが求めら

れるだろう。逆に言えば、メディアのサポートが

新たな魅力の掘り下げを可能にしてくれることも

あり得る。水泳におけるカメラ・アングルや、ラ

グビーのビデオ・チェックといったものは、この

文脈の中で捉えられるべきだろう。

また、国・社会・文化によって異なる競技スタ

イルの「出会い」の場、異質なものが出会う場と

しての意味もオリンピック・パラリンピックには

あるはずだ。ただし、適切なインタープリテーシ

ヨンがあって初めてそれは可能になる O したがっ

て、インタープリターの教育や異文化問コミュニ

ケーションに関わるリテラシー(感受性)の醸成

や、そのためのしくみづくりも求められるだろ

つO

また、価値の連鎖をつくる場所としてのオリン

ピック・パラリンピック、という視点も見逃しで

はならない。

これまでの議論で見てきたように、価値あるも

のを「つなぐ」ことが気づきをもたらすとすると、

何と何をつなぐのか、といったことを自覚的に考

えていく必要がある O 正式種目と非正式種目、メ

ジャー・スポーツとマイナー・スポーツといった

ものをどうつないでいくか、ということも重要な

課題となるだろう。その点では、非正式種目やマ

イナー・スポーツを一方的に「切るjという姿勢

では、価値の連鎖をつくることは難しいかもしれ

ない。ここで言う「つなぐ」とは、文化的パラダ

イムを千主来できる[ターニング・ポイントjとし

てオリンピック・パラリンピックを捉えるイメー

ジと言っても過言ではない。またミクロな視点で

は、エリアごとに「つなぐ」対象を明示する演出

の工夫、ということになっていくかもしれない。

このように見てくると、いま考えるべきことは

「マッチング・システムjの構築、と言うことが

できるだろう O 何と何を「つなぐJとどのような

「科学反応」が起きるのか。これを考えることこ

そ、オリンピック・パラリンピックを招致する上

で重要なキーになってくるように思われるのであ

る。

5.具体的なマッチング・システムの提案

具体的な方向性としては、観光の状況に則した

形、すなわちオールタナテイブ・ツーリズムに対

応するものとして、コンテンツから考えていくこ

とが可能だろう O たとえば、エスニック・アイテ

ムとのつながりを意識すると、「アイルランド。

アイリッシユ・パブφギネス0 グリーン0セン

ト・パトリック・デイo表参道パレード」といっ

たつながりが浮かび上がってくる。また、歴史遺

産とのつながりを意識するなら、「築地。明治の

外国人居留地。関係者の招待。jレーツ探しツアー

とのセットjといった演出方法や、イザベラパー



ドの「日本奥地紀行」に沿ったモデルツアー、

「中因。孫文。藤野先生。仙台」、「中因。辛亥革

命。孫文・蒋介石。山田兄弟。弘前」、「オランダ

。ャン・ヨーステン0臼杵o八重洲J、「代々木公

園。東京五輪選手村。ワシントン・ハイツ0代々

木練兵場。日本初飛行」といった「つながり」に

則した展開も考えられる。また、自然環境とのつ

ながりを考えるなら、自然環境との共生をテーマ

に、温暖化と水位・大地震と都市計画といったア

プローチも伺えるだろう。

それから、観光の業態を参考にした方法論の事

例も考えられる。フランスの地中海クラブで見ら

れるような「オール・インクルーシブ・システム」

にならう形で、移動時の低バリア化を図るために、

五輪チケットと交通チケットを JRのSUICAや

ICOCAをベースに一体化する、といったことも、

すぐに実現可能なことであろう。

また、日本的特色を打ち出すのであれば、温泉

旅館型送迎を基軸にした展開も考えられる O ただ

その際、ボランティアガイドとゲストとのマッチ

ング手段として、たとえば姉妹都市提携自治体を

ベースにした拠点づくり、といった味付けが欲し

いところだろう。メダル争いは国対抗だとしても、

人聞は固ではなく「まちjに住んでいるからで、
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これは、 20世紀の民族国家によるパラダイムか

ら、 21世紀は都市中心のパラダイムへの移行・

転換を目指す、という打ち出し方へ結びつけるこ

とも可能だろう O

以上、今回の発表では、オリンピック・パラリ

ンピックを「スイッチjにするために、という観

点から提案型の内容でまとめさせていただいた。

必ずしも研究ベースではなく、必要十分な検討が

なされていない部分はご容赦いただきたい。
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